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研究資料

鹿児島大学高隈演習林における晴乳類相の調査
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I.はじめに

高隈演習林は鹿児島県の大隅半島北部に位置し，桜島を

はじめとする火山の影響を受けやすい環境に立地している。

大学の附属施設として1909年から研究や林業が始められた

が，野生動物についての調査は鳥類，一部のネズミ科を除

いてこれまでほとんど行われてこなかった。

近年，取り扱いの簡単な自動撮影カメラが多くの野生動

物調査に利用されてきている(小金浮2004，曽根ら2006，

塚田ら2006)。そこで，これを利用して，高隈演習林に生

息する野生動物種の確認と生息状況の調査を行った。本稿

では，撮影された動物のうち主に晴乳類についての結果を

報告する。

E同調査地および方法

1.調査地の概要

調査は，演習林内の第 6林班内の広葉樹二次林内(サイ

ト1)，そこから30m離れたスギ人工林内(サイト 2)，お

よび8林班内の湧水池(サイト 3)の3か所で行った(図-

1)。サイト 1は，最寄りの市道から500m離れており，周

囲のほとんどを35~48年生のスギ人工林に固まれた尾根の

平坦地で，林道に近接しているが，サイト 2は， 48年生の

スギ人工林で，調査開始 1年前に保育間伐を実施した。そ

のため，現在は林冠がかなり疎開している。サイト 3は林

道の交差点に面しており，周囲にはスギ人工林，常緑広葉

樹の二次林があり，河川や崖も存在する。市道からは直線

距離で、約800m離れている(表一 1) 0 

2.調査方法

(1)使用機材

撮影には市販の赤外線センサーカメラ [FieldnoteII ，麻

里府商事]を使用した。これは赤外線感知型センサーが組

み込まれた35mm固定焦点式レンズシャッタ一式カメラで，

撮影距離は0.9m~ 5m，距離4.5mで、約30mmの動きを感知

するとシャッターが作動する。撮影後に 2分間の休止時間

があり，同一個体の連続撮影を防止できる。また，オート

デート機能により日時分，月日年などのデータを写し込む

ことカ宝できる。フィルムはカラープリント用24x 36mm 

(IS0400， 36枚撮り)を使用した。

(2)撮影方法

カメラの撮影範囲の微細な遠いが撮影結果に及ぼす影響

を調べるために，サイト 1と2ではそれぞれカメラ 2台

(P1とP2およびP3とP4)をそれぞれ背中合わせの状態に設

置した(方角は南西と北東)。サイト 3で、は湧水地に向かつ

てカメラ 1 台 (P5) を設置した。 P1~P4は2007年 3 月， P5 

は2007年10月に撮影を開始した。カメラは約50cmの高き

に水平に固定し，ストロボは自動モードとした。動物を誘

引するためのエサを設置することにはプラスとマイナスの

両面があるが(曽根ら， 2006)，野生動物の自然な生態を

長期間観測することを念頭におき，今回は設置しないこと

とした。

対象地における野生動物の利用状況を常時観察し続ける
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図-1 調査地位置図

表-1 調査地の概況

林齢 標高
サイトプロット森林タイプ 周 辺の状況 林小班名 調査期間

(年生，~ ~ -， "'" "，u (m) 

P1 主γ35-48年生のスギ人工林に囲まれ子尾根 2007/3/8・2008/5/21(終了)
- 広葉樹二次林 錦 、 525 6-あ

P2 の，ほぽ平坦地。林道に隣接。 初07/3/8-200817 131(継続中)

P3 サイト 1に近接。 2006年1月に除問伐を実 印07/3/8-2007/811 (終了)
2 …一一一一一スギ人工林 48 施している。林内は明るく，調査期間中に 525 6-り

P4 下層植生が急増した。 2007/3/8-20071 8 130 (終了)

林道の交差点に隣接した湧水池。周囲の林

相は50-55年生のスギ人工林， 70年生以上の
3 P5 広葉樹二次林 71 '.-:=::':"':::.'.:-:-.: :_':-:-::'.'._"_-'---"--505 8-ひ 2007/10/21-2008/7 131 (継続中)

広葉樹二次林など。近くには幅5mの河川敷，

屋などもある。

ことを目標にしたため，フィルム等の交換の目安は当初2

週間とした。しかし，フィルムの消費量はプロット聞の差

が大きかった。そこで前期間の稼働状況を考慮しながら撮

影中断期間をできるだけつくらないように機材のチェック

を頻繁に行った。

(3)集計方法

曽根ら (2006)の報告を参考にして，調査地周辺に生息

すると考えられかつ撮影が期待された晴乳類を表-2に示

す。撮影された動物種等の集計については，晴乳類を11種

(通常使用する簡易な名称を用いた)，種の判別がつかなかっ

た崎乳類を「不明Jとし，晴乳類以外は「ヒトJ['鳥類」

「クモ・見虫J['(生物の)撮影なしJとして合計16項目に

分類した。

データの集計にあたり，撮影された全枚数を全撮影枚数，

このうちフィルムチェック・電池交換時などに試写したも

のを操作撮影枚数，それ以外を自動撮影枚数とした。自動

撮影枚数のうち，晴乳類が確認できた枚数を有効撮影枚数，

それ以外を無効嫌影枚数とした。調査開始から終了までの

通算日数を調査期間日数，カメラが撮影可能な状態にあっ

た累積日数をカメラ稼働日数とし，後者を前者で除した値

をカメラ稼働日数率とした。 100カメラ稼働Bあたりの有

効撮影枚数，無効撮影枚数，動物種ごとの撮影枚数の値を，

撮影効率を比較する指標とした(小金津， 2004，塚田ら，

2006)。以上のように集計した撮影結果を，プロットごと

に撮影月，撮影された動物種の一覧表としてまとめた。た



鹿児島大学高限演習林における晴乳類相の調査 31 

日

食虫目

表-2 調査地周辺の晴乳類と撮影が期待される11種

科 種 撮影期待種 考

トガリネズミ科 カワネズミ

ジネズミ

ヒミズモグラ科

コウベモグラ

翼手目 キクガシラコウモリ科 キクガシラコウモリ

ヒナコウモリ科

コキクガシラコウモリ

モモジロコウモリ

ノレンコウモリ

アブラコウモリ

ヒナコウモリ

北岡，a1
E
 

× 

X 

× 全

性

中

中

地

地X 

O 判別が困難なため

「コウモリjとして分類

霊長類 オナガザル科 ニホンザル O 
兎目 ウサギ科 キュウシユウノウサギ O 
I啓歯目 リス科 ニホンリス × 樹上性

ニホンモモンガ X 樹上性

ムササビ × 樹上性

ヤマネ科 ヤマネ X 樹上性

ネズミ科 ハタネズミ × 草地性傾向が大

スミスネズミ X 草地性傾向が大

カヤネズミ × 草地性傾向が大

ヒメネズミゥ 判別が困難なため

アカネズミ o .~ネズミ」として分類
ドブネズミ X 人里周辺謄好

クマネズミ X 人里周辺晴好

ハツカネズミ × 人里周辺晴好

食肉目 イヌ科 ホンドギツネ X 調査地域以外に分布*1

ホンドタヌキ O 
ノイヌ O 

イタチ科 ホンドテン O 
ホンドイタチ O 判別が困難なため

ノチョウセンイタチ 「イタチ」として分類

ニホンアナグマ O 
ネコ科 ノネコ O 

偶蹄目 イノシシ科 ニホンイノシシ O 
シカ科 キュウシュウジカ X 調査地域以外に分布ネ2

*1 高峠公園駐車場 (2007年ワ冬)での目撃例がある。

ネ2 高隈演習林15林班，オオノガラ岳方面林道での目撃例がある O

だし，ほとんどが無効撮影であったP3とp4の値は，調査

の総計数には加えなかった。

E 結果と考察

1.カメラの稼働状況

調査期間の延べ日数は1238日，このうちカメラが稼働し

ていた延べ日数は1101日(カメラ稼働日数率89%)であり，

これをプロットごとにみるとP1は96% (最小月で72%~

最大月で100%)，P2は84% (32%~100%) ， P5は88%

(69%~100%) だった。全調査期間のうち 9 割弱の日数で

カメラが撮影可能な状態にあったといえるが， P2の8月

のように十分な観測態勢がとれなかった月もあった(図

2 )。機材の操作ミスによる記録の欠損や，ネズミや車両

の通過など想定外な連続撮影のケースもあり，これらの対

策は今後の課題としたい。

36枚撮りフィルム 1本あたりの平均カメラ稼働日数は，

P1は42日(最短24日~最長67日)， P2は34 日 (13 日 ~61 日)， 

P5は11日(5 日 ~23 日)だ、った。

2開撮影状況(頻度と種数)

P1， P2， P5を合わせた全期間を通じた撮影結果を表一
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カメラの稼働日数

444枚 (32%)で，撮影が期待された晴乳類11種全てが確

認された。各種の撮影枚数は，ネズミが126枚 (28%) と

最も多く，次いでアナグマ94枚 (21%)，ウサギ72枚(16%)，

タヌキ24枚 (5%)，コウモリ 19枚 (4%)，イノシシ16枚

(4 %)の願であった。種の判別ができなかった写真は 2

種類に大別できた。一つめは，被写体の主に背中が至近距

離で、写っていて種の特定ができなかった写真で，これらの

多くはアナグマかタヌキかの判断がつかなかった。もうひ

とつは，被写体との距離が遠すぎて，ぼんやりとしたシル

エットとしてしか認識できないもので、あった。これらにつ

いては，体の輪郭やストロボに反射した障の色などから穫

の判別に努めたが，種の判別ができなかったものが多かっ

図-2

撮影結果 (P1，P2， P5) 

た。

無効撮影枚数936枚のうち，鳥類は185枚 (20%)，クモ・

見虫は43枚 (5%)であった。それに対し，生物が写って

おらずカメラの作動の原因が不明なものが648枚と，無効

撮影枚数の69%を占めた。無効撮影枚数のうち原因不明の

率は，塚田ら (2006)は76.5%，曽根ら (2006)は2割強

であったと報告している。無効撮影の原因として，センサー

の木漏れ日への反応，写真では判別できなかった小さな生

物への反応，移動速度の速い生物への反応の遅れ，レンズ

面への雨滴の付着，機材の特性(誤作動・ストロボの無反

応等)などが考えられるが，高隈演習林に特有な濃霧によ

り生物の確認ができないケースも含まれた。

図-3に累積撮影種数の経時変化を示す。サイト lのP1

とP2では 4ヶ月までは撮影期間とともに撮影種数が増

加した。しかし 4ヶ月目から14ヶ月日までは種数の増加

はみられず， 14ヶ月目に 8種が確認されて，その後増加し

なかった。サイト 3のP5では，撮影開始から 3ヶ月目ま

では時間とともに撮影種数は増加した。しかし 3ヶ月目

から 7ヶ月目までは種数は増加せず， 8ヶ月目に10種を確

認した。撮影が期待された晴乳類11種に対して， P1， P2， 
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(%)枚1100印

(100.0 ) 133.3 

(6.0 ) 8.0 

(94.0 ) 125.3 

(32.2 ) 40.3 

(4.3 ) 1.7 

(0.5 ) 0.2 

(16.2 ) 6.5 

(28.4 ) 11.4 

( 5.4 ) 2.2 

(0.2 ) 0.1 

(3.2 ) 1.3 

(0.5 ) 0.2 

(21.2 ) 8.5 

(0.9 ) 0.4 

(生Q) 1.5 

15.~ ) 6.4 

表-3

P1+2+5 

全撮影枚数

操作撮影枚数

自動撮影枚数

有効撮影枚数

コウモリ

サル

ウサギ

ネズミ

タヌキ

イヌ

ァン

イタチ

アナグマ

ネコ

イノシシ

不明

85.0 

5.4 

16.8 

3.9 

58.9 

67.8 ) 

生生)

1皇室)

生皇)

69.2 ) 

936 

60 

185 

43 

648 

無効撮影枚数

ヒト

鳥類

クモ・昆虫

撮影なし

40.3 

85.0 

振影種数 (11鴫乳類中)

調査期間延べ日数

カメラ稼働延べ日数

カメラ稼働日数率

有効撮影率(枚1100α)

無効撮影率(枚1100CN)

*一重下線，二重下線はそれぞれ合計すると100になる

88.9 ) 

11 

1，238 

1，101 

3に示す。全撮影枚数は1468枚で，このうち自動撮影枚数

は1380枚 (94%)だった。 100カメラ稼働日あたりの有効

撮影枚数は40.3枚，無効撮影枚数は85.0枚だった。

自動撮影枚数のうち晴乳類を確認した有効撮影枚数は
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P5を合わせると 1ヶ月で 6種 2ヶ月で 8種 3ヶ月で

10種が撮影された。その後 7ヶ月日まで撮影種数は増加し

なかったが， 8ヶ月日に11種全てが確認された。水辺のP5

で確認され，二次林内のP1とP2において確認されなかっ

た種は，イヌ，イタチ，ネズミ (Pl)，テン (P2)である。

累積撮影種数が100%に達するまでにかかる日数は，広葉

樹天然林で沼日，針葉樹人工林で161日程度(曽根， 2006ー

エサ有り)，放牧地平均で218.4日(塚田ら， 2006) という

報告がある。各プロットでの最終的な出現種数，あるいは

100%に達する時期については，今後の観測結果をまち

鹿児島大学高隈演習林におけるI腐乳類相の調査
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たい。
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経過月数

4 2 

3司プ口ットごとの撮影状況

P1の自動撮影枚数は209枚で，有効撮影枚数は75枚 (36

累積撮影種数の変化図-3 

撮影結果 (pl)表-4 (1) 

角 5泡l終了

P1蝉醐 醐輯枚数...(制緩和100凹 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 B月 10月 11月 12月 l月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

全撮影枚数 228 (100.0)器 54.2- 醐輯 指醐 勝 13 務11 務34 参23 J 19 -7 容11 勝 15鯵11 • 17 事13117 揖13 事18 臆 6蹄融 鋼鵬 228 

操作撮影枚数繍醐酪19(争 8.3)脚4.5. 2 2 2 。 2 2 。 2 。 119 

自動撮影枚数梱醐動209( 91.7)榔 49.6! 省雌 議購 轟12 張 10動32動22 第17 換 5多10 暴 15 器 9毎 15113 115 1111 ー17輯6碩闇 錫輔 209 

有効撮影枚数雌鵬75(35.9)繍17.8' 歯事態 線描 瀞 2指 6.20 多17 島10 勝 3通脂 6 時 2掛 2韓 4掛 1駐。 掴1臨。 臨l量踊 観闘
ー75i コウモリ圃 1(川)園田 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 聾 l

サ輔掴酪Jレ欄 1(鯵1.3)棚 0.2. 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 帯 1

ウaサ吋醤21( 28.0)冊目立 。 7 。 3 。 3 2 3 。 。 。 挙 21

れれミ細川 0.0)酬 0.0 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 縁。

2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 嘩 4

イ4輔臨轍ヌ鴫購o(零 0.0)瀦臨 0.0 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 勝。

テ事蹴脚ン潮鵬5(馨 6.7)鶴港1.2. 1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 臨5

イ包タ肘週瞬o(.0.0)酬 0.0. 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 110 

アナグマ掛 13( 17.3)棚 3.1j 。 。 9 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 113 

ネ却時コ幽 1(-1.3)棚 0.2. 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 構 1

イノシシ溜臨2(動 2.7)樹齢出' 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 "'2 
不噛酬明撫 27( 36.0)欄 6.41 。 2 13 5 2 2 。 。 。 。 。 。 。 ， 27 

a 輔糠

趨鱒

無効脇枚数棚 134(削)勝 31.8• 臨細 嬢.事10調官 4務12 勝 5勝 7遺島 2融 4事13酔 71111 ー12 島15no il7 臨5国蝿 積筒 134 

同組欄ト細川書 0.7)棚 0.2' 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 動 1

鳥輔鵬類臨 21( 15.7)鵬 5.0 。 。 。 。 。 3 3 3 4 4 。 .21 

クモ・昆虫酬 6(捗4.5)糊1.4.i 。 。 2 。 。 。 。 。 。 。 。 緩6

撮影なし:轟 106( 79.1)暢 25.2‘ 10 3 9 5 5 2 4 11 6 7 9 11 6 13 5 106 

-略纏 目 E 務繍 鯵輔 鰭署捜 薗蝿 輔糊 離醐 蝉輔 場鵬 割聴 輔11 幽雌 輔鵬 萄観艇 領離 趨蹄 潤鵬 関酎 雌鵬 態調 磁噴

」 丁一 制酷磁 副鱒鰯 鏑酪ゑ 観機9 銅線襲 額欄 第額務長 婦鵬勝 灘影 欄蹄 砲購 縛穐画面 雌輯 翻鰯画面 場腿 飼闘 溺鵬 櫨鏑範 書置・ 績圃

2008年開始31ふ2007年

振彩種数(11鴫乳類中)側 8 綿織 概観毎 融 2勝 3榔 4鵬4勝 2鵬1掛 2酔 1勝 2働 2揺。 離。 都 1難。 榔 I 繍... 鑑薗 晦 8

調査期関日数雌醐脚 441醐 理鍾 24 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 29 31 30 21 441 

カメラ稼働延べ日数， 421 24 30 31 27 31 31 24 30 30 31 29 21 31 30 21 421 

カメラ稼働日数率(%)多(95.5)酬明 機織 ..瀞 100.0 l∞.0 100.0 90.0 1∞.0 100.0 80.0 96.8 100.0 l∞.0 93.5 72.4 l∞.0 1∞.0 1∞.0 闘麟 層醜 95.5 

有効撮影率(枚J100CN) 17.8 ' 製開 機 織 8.3 20.0 64.5 63.0 32.3 .9.7 25.0 6.7 6.7 12.9 易 3.4 。。 も3.2 0.0 ! 4.8 婁輔 鱒醐 17.8 

無効撮影駅枚1100CN) 31.8 ' 強郷軍 齢 繊 41.7 13.3 38.7 18.5 22.6 6.5 16.7 43.3 23.3 35.5 41.4 71.4 32.3 56.7 23.8 綴醐 舗融 31.8 



34 芦 原 誠 一

表-4 (2) 撮影結果 (P2)

2007年 開始3/8-

P2 枚数 (%) 枚110陀Nl月 2月 3月 4月 5月

全撮影枚数 420 (100.0 97.7 ，.'あ 91 . 23 ふ21

操作撮影枚数 29 (、 6.9) 6.7 。
自動撮影枚数 391 ( 93.1) 90.9 8 22 21 

有効撮影枚数 193 ( 49.4) 44.9 13  4110 

コウモリ 7 ( 3.6) 1.6ゐ
。。。

サ Jレ 1 ( 0.5)し 0.2 。。
ウサギ 32・(16.6)。か 7.4 3 3 

ネ ズ ミ 95 ( 49.2) 22.1 。。2 

タヌキ 5 ( 2:6 ) 1.2 。。。
イ ヌ 。(0.0) 0.0 。。。
ア ン 。(0.0) 0.0 。。。
イタチ 。(0.0) 山 0.0 。。。
アナグマ 25 ( 13.0) .5.8 。3 

平 コ 2 ( 1.0 ) 。目5 。。。
イノシシ 2 ( 1.0) 0.5 。。。
不 明 24 ( 12.4 5.6 

無効撮影枚数 198 ( 50引 46.0 5 18 11 

ヒ 。(0.0) 0.0 。。。
鳥 類 17 ( 8.6) 4.0 。2 。
クモ・昆虫 5 ( 2.5) 1.2 。。。
撮影なし 176( 88.9) 40.9 5 16 11 

、い…

撮影穣数(11輔乳類中) 8 21 4 

調査期間日数 512 24 30 31 

カメラ稼働延べ日数 430 24 30 31 

カメラ稼働日数率(%) ( 84.0) 1∞.0 100.0 100.0 

有効撮影率(枚1100CN) 44.9 12.5 へ13.3 32.3 

無効撮影率(紡100倒) 46.0 20.8 60.0 35.5 

%)，無効撮影枚数は134枚 (64%)だ、った(表-4 (1))。

撮影効率を示す100カメラ稼働日あたりの有効撮影枚数は

17.8枚，無効撮影枚数は31.8枚だった。各種晴乳類の100カ

メラ稼働日あたりの撮影枚数は，ウサギが5.0枚と最も多

く，次いでアナグマ3.1枚，テン1.2枚，タヌキ1.0枚，イノ

シシ0.5枚，コウモリ0.2枚，サル0.2枚，ネコ0.2枚の順であっ

た。撮影された動物の偏りの程度をShannon-Wienerの多様

度指数 (H') を利用して判定したところ，各種の撮影枚

数について計算したH'の値は2.211だ、った。

P2の自動撮影枚数は391枚で，有効撮影枚数は193枚 (49

%)，無効撮影枚数は198枚 (51%)だ、った(表-4 (2))。

100カメラ稼働日あたりの有効撮影枚数は44.9枚，無効撮

影枚数は46.0枚だった。各種晴乳類の100カメラ稼働日あ

たりの撮影枚数は，ネズミが22.1枚と最も多く，次いでウ

サギ7.4枚，アナグマ5.8枚，コウモリ1.6枚，タヌキ1.2枚，

2008年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 l月 2月 3月 4月 5月 6月 7Jl 計

26 15 111 18 13 17 17 45 也 29 28 43 M 30ι21 420 

4 2 2 3 4 3129 

25 13 10 17 12 13 15 44 28 26ι2 一51 26 181 391 

18 5 5 91"'7 6 5 15 8 9 22 37 18 111 193 

2 。 。 。。。。。。。2も .7。。。。。。。。。。。。。01 1 

3 4 4 3 2 。3 。。三32

4 。2 11 16 34 4 01 95 。 。。。。 。。。。 。5 。。。。。。。。。。。。。。。
。。。。。。。。。。。。。。。
。。。。。。。。。。。。。。。
7 。。。。。。。。。。6 71 25 

2 。。。。。。。。。。。。。2 。。。。。 。。。。 。。2 。 。 。。2 21 24 

7 7 8 5 10 29 20 17 m 14 8 。。。。。。。。。。 。。。。
。 。。。 4 。4 。01 17 。1 。。。。 。。。 2 。5 

6 6 4 8 5 7 8 25 20 13 17 12 6 71 176 
、~

613 4 3 2 2 3 2 l 3 3 2 8 

30 

26 

86.7 

69.2 

26.9 

31 31 30 31 30 31 31 29 31 30 31 30 311 512 

31 10 22 30 30 31 28 19 15 15 27 30 311 430 

100.0 32.3 73.3 96.8 100.0 100.0 90.3 65.5 48.4 50.0 87.1 100.0 100.0 84.0 

19.4 50.0 40.9 23.3 20.0 16.1 53.6 42.1 60.0 146.7 137.0 60.0 35.5 44.9 

22.6 50.0 36.4 16.7 23.3 32.3 103.6 105.3 113.3 133.3 51.9 26.7 22.6 46.0 

ネコ0.5枚，イノシシ0.5枚，サル0.2枚の順で、あった。 H'の

値は1.865だった。

P5の自動撮影枚数は780枚で，有効撮影枚数は176枚 (23

%)，無効撮影枚数は604枚 (77%) だった(表-4 (3))。

100カメラ稼働日あたりの有効撮影枚数は70.4枚，無効撮

影枚数は241.6枚だった。各種輔乳類の100カメラ稼働日あ

たりの撮影枚数は，アナグマが22.4枚と最も多く，次いで

ネズミ 12.4枚，ウサギ7.6枚，タヌキ6.0枚，イノシシ4.8枚，

コウモ 1)4.4枚，テン3.6枚，イタチ0.8枚，イヌ0.4枚，ネコ

0.4枚の順であった。 H'の値は2.647だ、った。

4. サイト間およびサイト内での比較

まず，同一地点(サイト1)で背中合わせに設置したP1

とP2との撮影状況を比較する(図-4)。撮影種について

は8種類中 7種類が共通しており，それらの撮影頻度もよ
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撮影結果 (P5)表-4 (3) 

お
T

n
x
u
 

ハ川
v

n
H
V
 

Q
F何

P5 枚数 (%) 紡100CN1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 計

全撮影枚数 820 (100.0) 328.0 191 113 130 125 34 78 97 58 631 103 820 

操作撮影枚数 40 ( 4.9) 16.0 7 6 2 4 10 61 40 

自動撮影枚数 780 ( 95.1) 312.0 181 106 124 124 33 76 93 561 53 971 780 

有効撮影枚数 176 ( 22.6) 70.4 14 14 13 14 10 19 42 16 12 221 176 

コウモリ 11 ( 6.3 ) 4.4 。 。。。 2 。 51 11 

サ ル 。(0.0) 0.0 。。。。。。。。。。。
ウ サ ギ 19( 10.8) 7.6 。 。 19 

不 ス ミ 31 ( 17.6) 12.4 。。5 8 。 10 11 31 

タヌキ 15 ( 8.5 ) 6.0 。。 。4 2 3 01 15 

イ ヌ 1 ( 0.6) 0.4 。。。。。。。 。。
ア ン 9 ( 5.1 ) 3.6 。。 2 。。 9 

イタチ 2 ( 1.1) 0.8 。 。。。。 。。2 

アナグマ 56 ( 31.8) 22.4 2 2 。2 10 23 5 6 51 56 

不 コ 1 ( 0β) 0.4 。。。。。。。。。
イノシシ 12 ( 6.8) 4.8 4 。。。 。01 12 

不 明 19 ( 10.8) 7.6 3 。。。 3 21 19 

無効撮影枚数 604 ( 77.4) 241.6 4 921 111 110 23 57 51 40 41 751 604 

ヒ 59 ( 9.8) 23.6 。32 2 4 。2 5 3 101 59 

，鳥 類 147.( 24.3) 58.8 2 14 40 30 13 12 11 3 3 191 147 

クモ・昆虫 32 ( 5.3 ) 12.8 。9 5 。 。4 51 32 

撮影なし 366( 60.6) 146.4 37 64 73 6 43 37 32 31 411 366 

主‘ ぷマ時パ i
、ち i

開始10/21-
K
L
I
 

7
 ω
 

2
 

撮影稜数(11補乳類中) 10 ベ 5 6 4 8 6 6 4 51 10 

調査期間日数 285 11 30 31 31 29 31 30 31 30 311 285 

カメラ稼働延べ日数 250 11 30 28 24 20 24 30 25 30 281 250 

カメラ稼働日数率(%) ( 87.7) 100.0 100.0 90.3 77.4 69.0 77.4 l∞.0 80.6 100.0 90.3 87.7 

有効撮影率(桁100凹) 70.4 127.3 46.7 46.4 58.3 50.0 79.2 140.0 64.0 40.0 78.6 70.4 

無効振影率(枚1100CN) 241.6. I 入ゐ 36.4 306.7 396.4 458.3 115目。 237.5 170.0 160.0 136.7 267.9 241.6 

く似ていた。しかし， P1ではネズミが全く撮影されなかっ

たのに対し， P2ではネズミは95枚J最影された。ネズミの

撮影枚数を除くと， 100カメラ稼働日あたりの有効撮影枚

数はP1で17.8枚， P2で22_8枚と，同じような値になった。

P2ではネズミは立木を昇降する姿を中心に撮影されてい

ることから，樹上生活性のヒメネズミの活動範囲がP2の

撮影範囲に含まれていたものと考えられ，カメラの設置場

所のわずかな違いが撮影結果に大きな影響を与えることが

示唆された。獣道やネズミの活動範囲などの影響を小さく

するためには，調査対象地点に複数のカメラを設置して，

撮影結果の偏りを小さくする必要があると考えられる。

つぎに，小規模湧水池(水深 5cm程度)に設置したP5

と， P1およびP2との撮影状況を比較する。 P1，P2， P5の

撮影開始後の撮影種数の増加は似ていたが，その後の撮影

種数の増加がみられない時期はPl， P2が長かった。撮影
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図-5 (1) 月別・時刻別の撮影頻度(ネズミ)
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図-5 (2) 月別・時刻別の撮影頻度(アナグマ)
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図-5 (3) 月別・時刻別の撮影頻度(ウサギ)

された種数は， P1やP2の8種類に比べて， P5では10種と

2種多かった。ネズミを除いた100カメラ稼働日あたりの

有効撮影枚数は， P1の3.3倍， P2の2.5倍多かった。またネ

ズミ，イヌ，ネコを除いて計算したH'の値も， P1では2.109，

P2で1.873，P5で2.308と， P5で最も高かった。これらのこ

とから，人工林が優占する区域よりも，多様な環境要素

(天然林，人工林，林道，河川，崩壊地など)が混在する

区域のほうが，野生動物の多様性がより高いということが

いえる。どの環境要素がどの程度，多様性に関与している

のかということまではわからなかったが，動物を誘引する

ためのエサの役割を湧水が果たしたと仮定すると， P5の

多様度にいちばん大きく影響した要素は湧水ではないかと

考えられた。なお，この湧水はエサとは異なり噌好性や経

時変化に左右されないことから，このような場所で得られ

た撮影状況は，周辺に生息する動物の種類と数を率直に反

映しているものと考えられる。以上のことから，水場は動

物の生息環境として重要で，野生鳥獣の観測地点としても

重要であると考えられる。

スギ人工林の間伐跡地に設置したP3，P4については，

無効録影枚数がそれぞれ207枚 (97%)，357枚 (98%)と，

ほとんどが無効撮影となった。これは間伐によって聞いた

樹冠からの木漏れ日にセンサーが頻繁に反応したためと考

えられる。そのためカメラ稼働日数率は調査期間を通じて

それぞれ68%，44% (最小値はそれぞれ16%，3 %)と低

く，考察が可能になるほどの撮影結果を得られなかった。

しかしこのような状況下でも人工林内においてウサギ，テ

ン，イノシシが撮影され，動物の利用が観測された。林業

による森林施業の影響が野生動物に及ぼす影響については

未知の部分が多く，撮影地点の吟味や日除けなどの構造物

の設置，下草除去等の対策を考属した上での調査を今後検

討したい。

5.撮影頻度の季節変動と周自分布からみた野生動物の行

動特性

撮影頻度の高かったネズミ，アナグマ，ウサギの月別・

時刻別の撮影頻度を図-5に示す。調査期間が最長でも17

ヶ月と短いため，撮影頻度の季節変動パターンは，どの動

物種でもはっきりとした傾向はみられなかった。しかし，

アナグマは春から夏にかけての撮影頻度が高くなる傾向が

見られ，この時期に活動が活発になるといえるかもしれな

い。つぎに撮影頻度の周日変動をみると，ネズミの撮影は

18時から 6時に限られ，夜行性であることがわかる。一方，

アナグマとウサギは夜間が多いものの昼間でも撮影され，

これら 2種は昼夜を問わず活動していると考えられた。

N. まとめ

今回，自動撮影カメラを使って高隈演習林に生息する野

生動物種の調査を行ったところ，晴乳類11種の生息を確認

した。このうち一部の調査地での観測は継続中でありさら

に記録を重ねていきたい。またこの手法に関する今後の課

題として，林業による森林施業が野生動物に及ぼす影響調

査の実施を検討していきたい。
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